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階段による下肢筋パワー測定法の有用性に関する研究
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Abstract： The purpose of this study was to examine the usefulness of the stair-climbing power test using 

an ordinary stair for measuring leg power on physically independent elderly subjects. The physically 

independent subjects of this study consisted of １９ male (７５±６ years) and １８ female subjects (７７±６ years). 

The stair-climbing power was measured using ordinary standard set of stairs. The leg extensor power 

and isometric knee extension strength were measured. The stair-climbing power correlated with the leg 

extensor power and knee extension strength in both male and female subjects, respectively. This study 

suggests that the stair-climbing power test is a valid means for assessing the functional power levels in 

ambulatory elderly subjects who are physically independent.

目的：本研究では，地域在住の高齢者を対象に，

階段駆け上がりパワーと下肢筋パワーおよび下肢筋

力との関係を男女別に検討し，フィールドにおける

高齢男女の下肢筋機能の簡便な評価法としての階段

駆け上がりパワーの有用性について検討した．

方法：対象者は鹿児島県曽於郡大崎町在住の高齢

者４８名（男性２４名，７６±６歳；女性２４名，７７±６歳）

である．階段上りパワーは，一般の階段を利用し，

対象者が主観的に最速と感じる速さで，段差１７.５

cmの階段を６段駆け上がる時間を計測した．階段

駆け上がりの時間はストップウォッチを用いて測定

した．測定は２回行い，その中の最速値を測定値

とした．膝伸展力は脚筋力計（YAGAMI社製GF-

３００），脚伸展パワーは，脚伸展パワー測定器（COMBI

社製Anaero Press ３５００）を用いた．なお，階段駆

け上がりパワーは以下の式により算出した．

階段上りパワー（W）＝体重（kg）×９.８ｍｓ-１×高さ

（１.０５m）／時間（秒）

結果：階段駆け上がりパワーは脚伸展パワー（図１）

（男性：r=０.６８３，p<０.００１，女性：r=０.４９２，p<０.０５）

図１．階段駆け上がりパワーと脚伸展パワーとの関係 図２．階段駆け上がりパワーと膝伸展力との関係
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および膝伸展力（図２）（男性：r=０.６６３，p<００１，

女性：r=０.６３１，p<０.００１）との間にいずれも有意

な関係が認められた．

考察：男女とも階段駆け上がりパワーは脚伸展パ

ワーおよび膝伸展力との間にいずれも有意な正の相

関関係が認められた．このことから，後期高齢期の

男女のいずれにおいても，階段駆け上がりパワーは

下肢筋力および下肢筋パワーの有用な評価指標であ

ることが示唆された．このことから，階段駆け上が

りパワーは身体的に自立した地域在住の高齢者の

フィールにおける下肢筋パワーの評価法として有用

であると考えられた．今後は，低体力高齢者（虚弱

高齢者）も利用できる低ステップの階段を用いた下

肢筋パワー測定法の研究・開発が必要と思われる．
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